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１．平成31年度茨城県うちエコ診断の概要

●１－１．平成31年度茨城県うちエコ診断の診断状況

・平成30年5月から募集を開始し、平成31年6月～令和2年2月の期間に、100世帯のうちエコ診断を行った。

・受診形態別では、団体診断が最も多く54件、会場診断が39件、訪問診断が7件、窓口診断が0件であった。

＜受診形態＞

・会場診断： 環境イベントなど期間限定で診断窓口を設置して診断を行う。

・団体診断： 企業や自治会など団体で診断の申込を受け付け、団体ごとに集団で診断を行う。

・窓口診断： 地域診断実施機関内に診断窓口を設置し、受診希望者の診断を行う。

 ・訪問診断： うちエコ診断士が受診希望者宅に訪問して診断を行う。
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（人）

（件） 平成31年度茨城県うちエコ診断受診世帯 世帯人数分布

・受診世帯の平均世帯人数は2.8人。単身世帯から6人世帯まで含まれる。

●２－１．受診世帯の概要

２．受診世帯の概要

居住エリア 家の造り

・受診世帯の87％が一戸建て、13％が集合住宅である。・受診世帯の約70％が郊外に居住、約30％が都市部に居住。

・受診世帯の50％が郊外の「公共交通への代替不可」の地域

に居住しており、自家用車の使用が必要な世帯が約5割を占

めていると推測される。

※「都市部」、「郊外（公共交通への代替が可能）」、「郊外（公共交通への代替が不可）」

の分類は、診断時に実態に合わせて判断したもの。
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配慮しなかった
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家の所有 屋根の日当たり

・受診世帯の89％が持ち家である。
・屋根の日当たりが良い住宅は受診世帯の94％。

太陽光発電システム設置の可能性を検討できる余地

大きいと推測される。

家の延べ床面積

・延べ床面積について、170㎡が27世帯(27%)、130m2

が34世帯（34％）、100m2が18世帯（18％）で、それら

をあわせると受診世帯の約79％を占める。

170㎡以上を170㎡として平均を計算すると約123㎡

となる。

＜参考＞茨城県の持ち家住宅の平均延べ床面積

約107m2

出所：平成30年住宅・土地統計調査結果の概要：調査結果の概要1

（茨城県ホームページ「いばらき統計情報ネットワーク」）

建築年代 建築時の断熱への配慮

・1992年以降に建築した住宅が60件（60％）、1991年

以前に建築した38％程が建替え及び改築時期と想

定され、省エネ住宅導入の可能性がある。

・「わからない」という回答以外では、断熱を「とても配慮

した」、「一定配慮した」「少し配慮した」住宅が29件

（約48％）であった。
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ガスの種類

電気の夜間料金契約

風呂の熱源

・団体受診世帯の32％（20世帯）が電気の夜間料金契約
をしている。
・会場診断受信世帯についてはデータを採っていない。

冷蔵庫の使用年数
（件）

（年）

・冷蔵庫の使用年数について、平均は9年。
・9年以上使用している冷蔵庫は全体の50％あり、これらを

最新の高効率省エネタイプの冷蔵庫に買い替えることは、
CO2排出量削減効果が大きいと考えられる。

・受診世帯の78％が「ガス」を使用。60％が「ＬＰガス」、
18％が「都市ガス」を使用。

・受診世帯の58％が「ガス」を風呂の熱源として使用。

太陽光発電の設置

・太陽光発電を設置している受診世帯の14％。

（件）

（kW）

太陽光発電の容量 （※1）

・設置された太陽光発電の発電容量は、3.0kW～5.0kWが
多い。

※１：当該データは、診断時に太陽光発電の容量を確認

できた数値の集計に基づく。
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39.2%

13.3%
13.8%

5.8%

5.6%

5.2%

1.9%

2.8%
1.0%

11.3%

自家用車（2,138 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（727 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （750 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （319 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （305 kg-CO2/世帯/年）

照明    (283 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （106 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （154 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （55 kg-CO2/世帯/年）

その他 （614 kg-CO2/世帯/年）

30.0%

17.0%
16.0%

6.0%

6.0%

6.0%

4.0%

2.0%
1.0%

12.0%
自家用車（1,263 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（715 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （673 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （253 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （253 kg-CO2/世帯/年）

照明 （253 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （168 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （84 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （42 kg-CO2/世帯/年）

その他 （505 kg-CO2/世帯/年）

平成31年度茨城県うちエコ診断受診世帯 世帯毎CO2排出量 分布

（kg-CO2/世帯/年）

世
帯
数
（
件
）

受診世帯数
（世帯）

総排出量
（t-CO2/年）

平均
（kg-CO2/年）

最大
（kg-CO2/年）

最小
（kg-CO2/年）

100 545 5,451 20,003 1,284

・事前調査に基づき、受診世帯の受診前の現況推計を行った。
・受診世帯100世帯の受診前のCO2排出量は年間565t-CO2、1世帯あたり平均は5,646kg-CO2と推計された。

●２－２．受診前のCO2排出量

＿
Ｘ＝5,646 kg-CO2/世帯/年

Ｎ＝100

・受診世帯100世帯の受診前の1世帯あたり平均CO2排出量（年間5,451kg-CO2/世帯）は、平成29年度うちエコ診断の
結果（全国平均年間約4,208kg-CO2/世帯）より1243kg-CO2/世帯 多く、温室効果ガスインベントリオフィスデータ（平成
28年度全国平均4,408 kg-CO2/世帯）より1043 kg-CO2/世帯 多い。
・CO2排出量の内訳としては、自家用車からの排出が全体の39.2％（2,138 kg-CO2/世帯/年）で最も多い。

平成31年度茨城県うちエコ診断受診世帯 CO2排出量 内訳 （CO2排出源別 比率）

N=100

＜参考＞平成29年度うちエコ診断（全国） CO2排出量 内訳

約4,208
kg-CO2/世帯/年

＜参考＞平成28年度家庭からのCO2排出量

5,451
kg-CO2/世帯
/年
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出典）温室効果ガスインベントリオフィス
「日本の1990-2015年度の温室効果
ガス排出量データ」(1990～2017年度)
全国地球温暖化防止活動推進センター
ウェブサイト（http://www.jccca.org/）
より転載
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平成31年度茨城県うちエコ診断受診世帯 地域別CO2排出量 内訳
（CO2排出源別）

2108 868 777 293 325 
270 

104 
199 

80 590 

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000

県央地域自家用車（2,108 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（868 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （777 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （293 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （325 kg-CO2/世帯/年）

照明 270 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （125 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （199 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （80 kg-CO2/世帯/年）

その他 （590 kg-CO2/世帯/年）

5614 kg-CO2/世帯/年

3900 611 1223 339 
169 

232 
88 
172 

60 
256 

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000

県南地域自家用車（3,900 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（661 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （1,233 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （339 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （169 kg-CO2/世帯/年）

照明 (232 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （88 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （172 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （60 kg-CO2/世帯/年）

その他 （256 kg-CO2/世帯/年）

7051kg-CO2/世帯/年

1957 687 627 333 321 
287 

90 
128 

41 
803 

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000

県北地域自家用車（1,957 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（687 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （627 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （333 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （321 kg-CO2/世帯/年）

照明 (287 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （90 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （127 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （41 kg-CO2/世帯/年）

その他 （803 kg-CO2/世帯/年）

5273 kg-CO2/世帯/年

2138 727 750 319 305 
283 

106 
154 

55 
614 

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000

県全域自家用車（2,138 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（727 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （750 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （319 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （305 kg-CO2/世帯/年）

照明 (283 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （106 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （154 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （55 kg-CO2/世帯/年）

その他 （614 kg-CO2/世帯/年）

5,451 kg-CO2/世帯/年
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1944 540 486 218 293 333 169 
49 

36 
417 

0 1000 2000 3000 4000 5000

鹿行地域
自家用車（1,944 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（540 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （486 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （218 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （293 kg-CO2/世帯/年）

照明 (333kg-CO2/世帯/年）

テレビ （169 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （49 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （36 kg-CO2/世帯/年）

その他 （417 kg-CO2/世帯/年）

4483kg-CO2/世帯/年

1284 656 756 357 331 
333 

158 
139 

40 
422 

0 1000 2000 3000 4000 5000

県西地域自家用車（1,284 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（656 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （756 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （357 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （331 kg-CO2/世帯/年）

照明 (333 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （158 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （139 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （40 kg-CO2/世帯/年）

その他 （422 kg-CO2/世帯/年）

4476kg-CO2/世帯/年

・県平均値と比べて県西地区は全体排出量が比較的少なく、自動車からのCO2排出量も少なくなっている、これは

県西地区のデータが地域コミュニティーの団体診断のみとなっているため、比較的節約志向の強い世帯に偏った

結果の可能性がある。

県南地区は自動車からの排出量が特出しているが、県南地区のデータは県央地区（水戸市内）での団体診断か

ら抽出されたもので、県南地区から水戸市への車通勤による影響が大きいと思われる。
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2548 783 757 357 
360 

295 
113 

129 

45 
695 

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000

県全域自家用車（2,548 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（783 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （757 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （357 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （360 kg-CO2/世帯/年）

照明 (295 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （113 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （129 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （45 kg-CO2/世帯/年）

その他 （695 kg-CO2/世帯/年）

6,082kg-CO2/世帯/年 Ｎ＝896

2578 771 750 324 
339 

277 
108 

139 

46 
691 

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000

県央地域

自家用車 （2,578 kg-CO2/世帯/年）
給湯・節水（ 771 kg-CO2/世帯/年）
暖房       （ 750 kg-CO2/世帯/年）
調理食洗  （ 324 kg-CO2/世帯/年）
冷蔵庫  （ 339 kg-CO2/世帯/年）
照明    ( 271 kg-CO2/世帯/年）
テレビ      （ 108 kg-CO2/世帯/年）
冷房    （ 136 kg-CO2/世帯/年）
洗濯乾燥   （  46 kg-CO2/世帯/年）
その他   （ 691 kg-CO2/世帯/年）

5,883kg-CO2/世帯/年
Ｎ＝216

2307 754 719 363 
350 

288 
106 
101 

45 
648 

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000

県北地域自家用車（2,307 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（754 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （719 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （363 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （350 kg-CO2/世帯/年）

照明 (288 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （106 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （101 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （45 kg-CO2/世帯/年）

その他 （648 kg-CO2/世帯/年）

5,681kg-CO2/世帯/年 Ｎ＝41
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0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000

県西地域
自家用車（3,011 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（868 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （994 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （396 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （462 kg-CO2/世帯/年）

照明 (343 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （155 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （191 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （43 kg-CO2/世帯/年）

その他 （964 kg-CO2/世帯/年）

7,426kg-CO2/世帯/年 Ｎ＝133

茨城県うちエコ診断受診世帯累積データによる 地域別CO2排出量 内訳
(平成26年から平成31年度までの869世帯） （CO2排出源別）
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2691 825 736 368 
340 

287 
104 
133 

50 
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0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000

県南地域
自家用車（2,691 kg-CO2/世帯/年）
給湯・節水（825 kg-CO2/世帯/年）
暖房 （736 kg-CO2/世帯/年）
調理食洗 （368 kg-CO2/世帯/年）
冷蔵庫 （340 kg-CO2/世帯/年）
照明 (287 kg-CO2/世帯/年）
テレビ （104 kg-CO2/世帯/年）
冷房 （133 kg-CO2/世帯/年）
洗濯乾燥   （50 kg-CO2/世帯/年）
その他 （5736 kg-CO2/世帯/年）

Ｎ＝1646,107kg-CO2/世帯/年

2348 670 486 330 
312 

310 
98 
94 

41 
702 

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000

鹿行地域自家用車（2,348 kg-CO2/世帯/年）
給湯・節水（670 kg-CO2/世帯/年）
暖房 （486 kg-CO2/世帯/年）
調理食洗 （330 kg-CO2/世帯/年）
冷蔵庫 （312 kg-CO2/世帯/年）
照明 (310kg-CO2/世帯/年）
テレビ （98 kg-CO2/世帯/年）
冷房 （94 kg-CO2/世帯/年）
洗濯乾燥   （41 kg-CO2/世帯/年）
その他 （702 kg-CO2/世帯/年）

5,389kg-CO2/世帯/年 Ｎ＝52

・平成26年(2014年）からのうちエコ診断受診世帯（896世帯）データより地域別CO2排出量を算出した。

  県西地区は自動車からのCO2排出量が多くCO2排出量が特出している。これは県西地区では自動車の利用機会

が多いためと思われる。

県北、県央、鹿行南地区は自動車の利用機会は同程度と思われ、CO2排出量も県平均より少なくなっている。
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・世帯人数が増えると１世帯あたりのＣＯ2排出量は１人世帯から３人世帯までは人数にほぼ比例して増加するが、

４人世帯以上では顕著な増加は見られなかった。

一人当たりＣＯ2排出量は世帯人数が増えるに従い減少する傾向が見られた。
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244 
241 
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222 
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846 
920 

612 621 

504 

775 

1  2  3  4  5  6  全世帯

世帯人数別一人当たりＣＯ2排出量

給湯 暖房 調理食洗 冷蔵庫 照明 テレビ 冷房 乾燥 その他 車

2481 2299 

1488 

2262

1143

1447 

1975 

478 660 862 760 685 781 727 
315 

567 
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250 
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23 
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55 

256 
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842 

806 
727 

614 

698 

1692 

2759 

2447 

3103 
3025 

2138 

1  2  3  4  5  6  全世帯

世帯人数別1世帯あたりＣＯ2排出量

給湯 暖房 調理食洗 冷蔵庫 照明 テレビ 冷房 乾燥 その他 車

2481 

4599

7236 6860 

5451 
5951

6785

kg-CO2/世帯/年

kg-CO2/世帯/年
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216 
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130 
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25 
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46 

0 

203 

328 356 357 

1345 
692 

738 352 

522 

617 
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899 

232 

2970 

1019 

3154 

1296 

2617 3050 

2690 
3147 

年齢別世帯構成別ＣＯ2排出量

給湯 暖房 調理食洗 冷蔵庫 照明 テレビ 冷房 乾燥 その他 車

2391
2830 

5617 

3623  

9115 

6000 

7213 

6286 

7194 6974 

334 
541 

156 

382 
128 

116 

138 

235 

133 

266 

69 

72 

76 

96 

17 

27 

184 

254 

494 

879 

男性一人世帯 女性一人世帯

一人世帯男女別ＣＯ2排出量

給湯 暖房 調理食洗 冷蔵庫 照明

テレビ 冷房 乾燥 その他 車

1728

2689

※参考資料

世帯構成人数･構成年代別にCO2排出量を掲載

一人世帯については男女別でCO2排出量を掲載

kg-CO2/世帯/年

kg-CO2/世帯/年
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¥0

¥1～¥5,000

¥5,001～¥10,000

¥10,001～¥15,000

¥15,001～¥20,000

¥20,001～¥25,000

¥25,001～¥30,000

¥30,001～¥35,000

¥35,001～¥40,000

¥40,001～¥45,000

¥45,001～¥50,000

¥50,001～¥100,000

受診世帯数 月平均光熱費 月平均電気代 月平均ガス代 月平均灯油代 月平均車燃料代

100 ¥28,433 ¥10,546 ¥4,378 ¥1,529 ¥11,990

N=100

平成31年度茨城県うちエコ診断受診世帯
月平均光熱費 内訳

●２－３．受診前の光熱費

・受診世帯100世帯の受診前の1世帯あたり月平均光熱費は28,443円と推計された。
・内訳（月平均）としては、電気代が10,546円、ガス代4,378円、灯油代1,529円、車燃料代11,990円。

（※ガス代、灯油代、車燃料代は未使用世帯も含む全100世帯の平均値）

平成31年度茨城県うちエコ診断受診世帯 月平均光熱費 分布

（件）（件）

＿
Ｘ＝10,546円
Ｎ＝ 100

＿
Ｘ＝4,378円
Ｎ＝ 100

電気代 ガス代０

０

０
０

０

０

０

37.1%

15.4%5.4%

42.2%

¥10,546 

¥4,378 ¥1,529 

¥11,990 
月平均電気代

月平均ガス代

月平均灯油代

月平均車燃料代

月平均光熱費

¥28 ,433

０
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＿
Ｘ＝11,990円
Ｎ＝ 100

＿
Ｘ＝1,529円
Ｎ＝ 100

・受診前の車燃料代（月平均）について、5,001円～10,000円が35世帯（35％）と最も多く、続いて1円～5,000円の

21世帯（21％）、 15,001円～20,000 円の15世帯(15％) の順となる。

●２－４．受診世帯の自家用車保有台数

＿
Ｘ＝ 1.8 台/世帯

Ｎ＝ 60

（件）

（台）

平成31年度茨城県うちエコ診断受診世帯 自家用車保有台数
（※1）

・自家用車保有台数を確認できた受診世帯のうち、80％が車を2台以上保有。平均自家用車保有台数は1.8台。

・自家用車2台保有が30世帯（50％）と最も多く、続いて1台保有の20世帯（33％）、3台保有の8世帯（13％）の順

となる。

＜参考＞自家用乗用車の1世帯あたり普及台数（茨城県）（令和元年9月末現在）：1.594台（全国6位）

出所：一般財団法人自動車検査登録情報協会ホームページ

・受診世帯のCO2排出量の内訳としては、車からの排出が全体の41.3％と最も多く、茨城県において、家庭か
らのCO2排出量を削減するためには、「車からのCO2排出対策」が効果的な手段の一つであると考えられる。

※１：当該データは、診断時に

自家用車の保有台数を確

認できた数量の集計に基

づく。

灯油代
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●２－５．受診前の消費電力量

受診世帯数
（世帯）

年間消費電力量
（kWh/年）

平均
（kWh/年）

最大
（kWh/年）

最小
（kWh/年）

100 373,155 3,732 14,410 360 

・受診世帯100世帯の年間平均消費電力量は3,732kWh/年と推計された。

●２－６．太陽光設置とCO2排出量の関係

・受診世帯100世帯の事前調査による回答 52世帯を基にしたもの。
・太陽光発電はCO2の排出削減に効果が大きいことを示している。

4955

5567

4600

4800

5000

5200

5400

5600

5800

1

現状ＣＯ2排出量kg/年

設置している 設置していない

軒 総発電量kw 現状ＣＯ2総排出量 平均発電量kw 現状ＣＯ2総排出量平均

設置している 12 58.8 59,465 4.9 4,955

設置していない 64 306,190 5,567
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回答数 削減量 １世帯当たり平均

対策選択時みなしCO2排出削減量
（※3）

100 69 t-CO2/年 686 kg-CO2/年

対策実行後みなしCO2排出削減量
（選択項目のみ）（※5）

76 35 t-CO2/年 465kg-CO2/年

対策実行後みなしCO2排出削減量
（非選択項目含む）（※6）

76 67t-CO2/年 879 kg-CO2/年

※3：受診者が診断時に選択した対策をすべて実行した場合に見込まれる受診世帯のCO2排出削減量。
※4：対策項目は世帯の状況によって様々であるが、具体的には、「車に低燃費オイルを使用する」,「3.6kWの太陽光発電装置を設置する」,「見える

化装置を設置する」,「居間の壁面に真空断熱材を使用する」等。
※5：事後調査において、受診者が診断時に選択した対策について、実際に実行した、あるいは、実行予定と報告があったものから見込まれる受診

世帯のCO2排出削減量。
※6：事後調査においては、診断時に受診者が選択した対策項目に加えて、診断ソフトが「効果が高い」と判断した項目についても、受診者に対して

一覧表として提示している。当該一覧表の全ての対策項目のうち、受診者が実際に実行した、あるいは、実行予定と報告があったものから見込
まれる受診世帯のCO2排出削減量。

対策選択時
みなしCO2排出削減量

対策実行後
みなしCO2排出削減量
（選択項目のみ）

対策実行後
みなしCO2排出削減量
（非選択項目含む）

（t-CO2/年）

●３－２．CO2排出量の削減効果
・対策選択時みなしCO2排出削減量（※3）は年間69t-CO2（100世帯）、1世帯あたり平均は685kg-CO2と推計された。
・対策実行後みなしCO2排出削減量（選択項目のみ）（※4，※5）は年間35t-CO2（76世帯）、1世帯あたり平均は

465kg-CO2と推計された。
・対策実行後みなしCO2排出削減量（非選択項目含む）（※4，※6）は年間67t-CO2（76世帯）、1世帯あたり平均は879kg-

CO2と推計された。対策選択時と比較すると、193kg-CO2（1世帯当たり）削減量が増加しており、対策項目以外の取り組み
によるものと推測される。これらが本取り組みの効果と思われる。

※1：診断時に、提案された対策の中から、受診者が選択した対策をすべて実行したとみなした推計量。
※2：事後調査において、診断時に選択した対策を実際に実行した、あるいは、実行予定と報告があった対策実行後の推計量。

全 体 （N=100）

診断前の現状のCO2排出量 545 （t-CO2/年）

対策選択時みなしCO2排出量（※1） 476 （t-CO2/年）

対策実施後のみなしCO2排出量（事後調査による）（※2） 478 （t-CO2/年）

●３－１．CO2排出量の変化

３．効果測定
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回答数 削減量 １世帯当たり平均

対策選択時消費電力削減量 100 43,938 kWh/年 439 kWh/年

対策実行後消費電力削減量
（選択項目のみ）

76 17,897kWh/年 235 kWh/年

対策実行後消費電力削減量
（非選択項目含む）

76 40,449 kWh/年 439 kWh/年

（kWh/年）

●３－４．消費電力量の削減効果

・対策選択時消費電力削減量は年間43,938kWh（100世帯）､1世帯あたりの平均は439kWhと推計された。

・対策実行後消費電力削減量（選択項目のみ）は年間17,897kWh（76世帯）､1世帯あたりの平均は235kWhと推計された。

・対策実行後消費電力削減量（非選択項目含む）は年間40,449kWh（76世帯）､1世帯あたりの平均は439kWhと推計された。

対策選択時
消費電力削減量

対策実行後
消費電力削減量
（選択項目のみ）

対策実行後
消費電力削減量
（非選択項目含む）

（万円/年）

対策選択時
光熱費削減額

対策実行後
光熱費削減額
（選択項目のみ）

対策実行後
光熱費削減額

（非選択項目含む）

●３－３．光熱費の削減効果

・対策選択時光熱費削減額は年間453万円（100世帯）、1世帯あたり平均は45,346円と推計された。

・対策実行後光熱費削減額（選択項目のみ）は年間156万円（76世帯）、1世帯あたり平均は29,103円と推計された。

・対策実行後光熱費削減額（非選択項目含む）は年間408万円（76世帯）、1世帯あたり平均は53,736円と推計された。

回答数 削減額 １世帯当たり平均

対策選択時光熱費削減額 100 453 万円/年 45,346円/年

対策実行後光熱費削減額
（選択項目のみ）

76 221万円/年 29,103円/年

対策実行後光熱費削減額
（非選択項目含む）

76 408 万円/年 53,736円/年
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●３－5．個別省エネ対策の削減効果

・診断時に提案のあった各種省エネ対策の実行後の光熱費、CO2,電気代の削減効果。

・各対策を実行したときの数字は削減量を示した。
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シャワーの時間を3割減らす

シャワーを使う時間を1人1日1分短くする

夏場はシャワーだけですませて浴槽にお湯を張ら

ない

家族が続けて入り風呂の追い炊きをしない

給湯器をエコキュートに買い替える

給湯器をエコジョーズ（潜熱回収型）に買い替える

給湯器をエネファーム（燃料電池式）に買い替える

給湯器を節約モードに設定する

強制循環型太陽熱温水器を設置する

自動保温を続けるのでなく、次の人が入る直前に

沸かし直す

手元止水型節水シャワーヘッドを設置する

節水シャワーヘッドを取り付けて利用する

太陽熱温水器を設置して利用する

給湯節水

光熱費増減（円/年） 電気削減（kWh/年） CO2削減（kg/年）
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91

93

664

85

546

178

162

34

783

275

471

220

5806

5895

42345

5415

35171

11448

10399

2190

0

17705

30525

14255

0 5000 10000 15000 20000 25000 30000 35000 40000 45000

2台目の車に低燃費オイルを使用する

1台目の車をエコタイヤに交換する

1台目の車を燃費のいい車に買い替える

1日11分間のアイドリングストップをする

3台目の車を燃費のいい車に買い替える

エコドライブを心がける

カーエアコンの温度と風量をこまめに調整する

タイヤの空気圧を適正に保つ

公共交通機関を利用し自動車利用を半分にする

市内買い物などでの車の利用を半分にする

職場までの車の利用を半分にする

買物までの車の利用を半分にする

自家用車

光熱費増減（円/年） CO2削減（kg/年）
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142

110

71

230

50

164

12

476

86

236

364

228

241

121

195

142

240

43

136

149

117

201

129

318

90

298

22

565

109

269

94

414

282

112

5

336

3

78

168

194

6634

6464

4127

12183

2855

9380

682

24370

4469

11118

13749

13324

11647

5790

7215

1424

9179

2427

6924

7797

0 10000 20000 30000

居間の暖房の設定温度を控えめにする

寝室の暖房の設定温度を控えめにする

冷房の設定温度を控えめにする

暖房の設定温度を控えめにする

エアコンのフィルターを掃除する

エアコンを省エネ型に買い替える

エアコンを使用しないシーズンはコンセントからプラグを

抜く

エアコンを省エネ型に買い替え、暖房もエアコンでする

リビングで暖房をする時間を1時間短くする

リビングで暖房をする時間を3割短くする

リビングのエアコンを省エネ型に買い替え、暖房もエアコ

ンでする

リビングのエアコンを省エネ型に買い替える

リビングの暖房の設定温度を控えめにする

居間で暖房をする時間を3割短くする

居間のエアコンを省エネ型に買い替える

居間の暖房をエアコンで行うようにする

省エネ型エアコンを設置して暖房をする

扇風機を使いエアコンを3割減らす

暖房をする時間を1時間短くする

暖房をする時間を3割短くする

冷暖房

光熱費増減（円/年） 電気削減（kWh/年） CO2削減（kg/年）
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141

92

56

256

167

101

8115

5282

3223

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000

居間の蛍光灯をLEDシーリングライトに付け替

える

居間の蛍光灯をスリム型に付け替える

照明を点ける時間を1時間短くする

照明

光熱費増減（円/年） 電気削減（kWh/年） CO2削減（kg/年）

349

207

240

146

157

458

24

17

141

634

376

437

265

286

834

44

31

257

20139

11985

13969

8456

9200

26831

1385

1002

8122

0 5000 10000 15000 20000 25000 30000

1台目の冷蔵庫を止める

1台目の冷蔵庫を省エネ型に買い替える

2台目の冷蔵庫を止める

2台目の冷蔵庫を省エネ型に買い替える

3台目の冷蔵庫を止める

ストッカー（冷凍庫）を止める

冷蔵庫の設定を弱くする

冷蔵庫の中身をつめすぎない

冷蔵庫を省エネ型に買い替える

冷蔵庫

光熱費増減（円/年） 電気削減（kWh/年） CO2削減（kg/年）



37.0%

12.7%16.1%

5.8%

6.1%

4.8%

1.6%

5.9%

1.7%

8.3%

自家用車（2706 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（712 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （903 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （326 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （341 kg-CO2/世帯/年）

照明    (268 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （69 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （331 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （55 kg-CO2/世帯/年）

その他 （614 kg-CO2/世帯/年）

5,605
kg-CO2/世帯/年

●３－6モニター世帯（10世帯）のCO2排出状況

光熱費割合の季節的変化状況

・モニター世帯の1世帯あたりの光熱費割合の季節的変動を見ると冬季および夏季は電気代の占める割合が多い、モ

ニター世帯では冷暖房をエアコンによって行う世帯が多いためと推測できる。

¥8,165
62.7%

¥3,867
29.6%

¥999
7.7%

春秋

電気代 ガス代 灯油代

¥13,518
75.9%

¥3,324
18.6%

¥999
5.6%

夏

電気代 ガス代 灯油代

¥18,658
70.2%

¥5,409
20.4%

¥2,499
9.4%

冬

電気代 ガス代 灯油代

CO2排出状況

・モニター世帯の受診前の1世帯あたり平均CO2排出量（年間5,605kg-CO2/世帯）は、本年度うちエコ診断の結果（県内

１００世帯平均年間約5,541kg-CO2/世帯）より64kg-CO2/世帯 多い。

・CO2排出量の内訳としては、自家用車からの排出が全体の37.0％（2,706 kg-CO2/世帯/年）で最も多い。
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18,658 

8,195 

13,581 

5,409 

3,867 

3,324 

2,499 

999 

999 

冬 春秋 夏

モニター世帯光熱費の季節的変動

電気代 ガス代 灯油代

13,061

円/月

26,566

17,904

光熱費およびCO2排出量の季節的変動状況

・1世帯あたりの光熱費は冬季が最も多い。これは暖房をエアコンにより行う家庭が多く、風呂を沸かすためのガス使用

量が多いためと思われる。

光熱費およびCO2排出量の変動状況

・モニター世帯の1世帯あたりの月別の光熱費、CO2排出量を見ると厳冬期の2月が最も光熱費がかかり、CO2排出量も

多いことがわかる。
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14,867 
13,061 

11,256 

17,746 17,904 18,063 

10,795 

13,061 

15,328 

22,429 

26,566 

30,703 

393 346 298 470 474 478 286 346 406 594 703 813

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

3月 4月 5月 6月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

モニター世帯月別光熱費・ＣＯ2排出量

光熱費(円/月) ＣＯ２排出量（kg/月）



1件2%

10件16%

48件79%

2件3%

温暖化防止・省エネ行動の実施意識

無回答 積極的に実施したい できる範囲で 協力は難しい

４．うちエコ診断で知りたいこと

･事前調査票で「うちエコ診断で知りたい内容」を知りたい項目を選択式で選ぶ方法(複数回答あり）で集計。
・「省エネに役立つ」かという質問に対しては、 事後調査票提出世帯の82％から、「とてもそう思う」「思う」という評価
をいただいた。
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31

18

27

11

26

11

5

9

0

5

10

15
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35

うちエコ診断で知りたい内容 N=61件



12 

38 

17 

2 

1 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

とてもそう思う          

そう思う          

どちらとも言えない          

あまりそう思わない          

そう思わない          

省エネ意識が変わった

16 

45 

13 

0 

0 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

とても満足          

やや満足          

どちらともいえない          

やや不満          

不満          

診断ソフトの結果

5 

32 

23 

8 

7 

0 5 10 15 20 25 30 35

とてもそう思う          

そう思う          

どちらとも言えない          

あまりそう思わない          

そう思わない          

手軽にできる

17 

46 

11 

0 

1 

0 10 20 30 40 50

とてもそう思う           

そう思う          

どちらとも言えない          

あまりそう思わない          

そう思わない          

省エネに役立つ

5．満足度調査の結果

・うちエコ診断実施 約3か月後に、事後調査票により、対策の実施状況と併せて、満足度調査を行った。結果は以
下のとおり。
・「省エネに役立つ」かという質問に対しては、 事後調査票提出世帯の82％から、「とてもそう思う」「思う」という評価
をいただいた。

N=75

（件）

（件）

（件）

（件）

N=75

N=70

N=74

22.7%

61.3%

14.7%

0.0%

1.3%

7%

43%

31%

11%

9%

17%

54%

24%

3%

1%

22%

61%

18%

0%

0%
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6 

19 

28 

7 

2 

0 5 10 15 20 25 30

とてもそう思う          

そう思う          

どちらとも言えない          

あまりそう思わない          

そう思わない          

再度診断したいか

9

17

34

19

0

2

0

0

0 10 20 30 40

チラシ          

各種イベントでの紹介          

診断士・知人を通じて          

各種団体・自治体・協業等による広報を通じて          

テレビ番組での紹介を見て          

WEBサイト          

SNSを通じて          

その他        

診断をどこで知ったか

23

30

12

0

0

0 5 10 15 20 25 30 35

とても満足          

やや満足          

どちらともいえない          

やや不満          

不満          

受付窓口の対応

29 

31 

14 

1 

0 

0 5 10 15 20 25 30 35

とても満足          

やや満足          

どちらともいえない          

やや不満          

不満          

診断士の説明

11 

43 

16 

4 

0 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

とても満足          

やや満足          

どちらともいえない          

やや不満          

不満          

提案された内容 （件）

（件）

（件）

（件）

N=74

N=75

N=65

N=62

（件）N=81

15%

58%

22%

5%

0%

39%

41%

19%

1%

0%

35%

46%

18%

0%

0%

10%

31%

45%

11%

3%

※複数回答可

11%

21%

42%

23%

0%

2%

0%

0%
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・設備などの改善に投資することは出来ない。
・金額的に高価なので、エコ診断に答えるには難しいです。

・小さなこと、また気を使うことで省エネが出来る意識が高まりました。出来ないこともありますが、
これからもすこしずつ、改善できるように、していきたいと思います、ありがとうございました。

・エコは常時心がけることは必要であるが、実施するにはそれ相当の費用が必要となる。家庭で費
用を負担するには無理があると思う。

・診断を受けてよかったと思いますが、いざ実行すると大変ですが、自分なりに少しずつ努力する
つもりです。ありがとうございました。

・エコに協力したいと思いますが、冷蔵庫にしても車にしてもお金が伴いますので、すぐに実行する
わけにも行かないので、時間をかけて実行できると良いと思います。
・常に省エネには気を使っている。
・実現可能な提案をお願いしたい。買い替えやリフォームは難しいと思います。
・まだ使える家電を買い換えるのはなかなかむずかしい。(お金と気持ちの問題）

・省エネと快適性を両立できれば家族全員で取り組みやすいと感じた（省エネがまだ我慢、ストレス
になりかねないので）
・自家用車の買い替えは簡単には出来ません。
・実行したことによりＣＯ2が削減される目安（冷房で1℃あげる、1時間運転する、○○で●ヶ月でと
か、ＣＯ2削減量など）をＨＰで載せてもらえるとわかりやすい。
・長く使うこともごみを出さないのでエコになる？手軽にできることからエコをはじめようと思います。

・車の買い替えは現実的でない提案をいただいた。将来的にという点では考慮していきたいと考え
る。
・診断で自分はエコに向いていないと再認識した。

・診断を受けても、実行できる対策を提案いただけず、家の建替えを検討中の段階で診断していた
だけると、診断結果を生かせたと感じました。
・必要最低限度の生活をしているつもりなので、これ以上はなかなかむずかしい。
・エコは考えていますがこの歳になって温度調節は難しいのですが、努力はしたいです。
・この歳になると暖房を低めにすると風邪をひいてはいけないと思う。

・今は実家暮らしのため実行することは難しいですが、いずれ一人暮らしなどするようになった際は
実行していきたいと思います。ソフトなどわかりやすかったですし、診断士の方も詳しく説明してい
ただき参考になりました。ありがとうございました。

・冷蔵庫の買い替えを迷っていましたが、診断で大きく省エネになることがわかり、夏までに買い替
えようと思いました。

事後調査での自由意見
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別添 １
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別添 １
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うちエコ診断ソフト 表示画面（例） 別添 ２

スタート画面 メニュー一覧画面

対策検討画面

平均比較画面

排出内訳画面

目標設定画面

うちエコ診断士は、「うちエコ診断ソフト」を使用して、受診世帯とコミュニケーションをとりながら診断を行います。

１）診断当日までに、診断士は、事前調査票の内容を「うちエコ診断ソフト」に入力し、受診世帯の現状を把握したうえで、
対策やその効果をシミュレーションした上で診断にあたります。

２）診断当日、診断士は「うちエコ診断ソフト」を使用しながら、どこからどのくらいのCO2排出をしているかをみていきます。
３）さらに、受診世帯のライフスタイルや、住宅の状況に合わせて、効果が見込まれ取り組むことができる省CO2・省エネ
対策をその場で対案します。

４）診断後は、事後調査票にて、受診者の対策の実施状況・意識の変化等を調査します。

※平成28年度 うちエコ診断では、「うちエコ診断ソフト」 ver.3.32b, ver3.33 を使用した。
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別添 ３

事後調査票（例）
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別添 ３
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